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ガバニングボード（第１０１回） 議事要旨 

 

１．日 時 令和５年３月２３日（木）１０：１０ ～ １１：１０ 

 

２．場 所 中央合同庁舎８号館 ６階 ６２３会議室 

 

３．出席者 

総合科学技術・イノベーション会議（ＣＳＴＩ）議員 

    篠原議員（座長）、上山議員、梶原議員、佐藤議員、波多野議員、梶田議員 

内閣府 

 覺道審議官、井上審議官、髙原審議官、次田参事官、須藤プログラム統括、植木参事官、 

 小林ＰＤ、安西ＰＤ、堀ＰＤ、田中ＰＤ、持丸ＳＰＤ、越塚ＳＰＤ、 

 川上戦略コーディネーター、宇井企画官、根本参事官、東出参事官、鈴木企画官 

オブザーバー 

 内閣官房科学技術顧問 橋本和仁 

 

４．議 題 

（１） ＳＩＰ第２期プログラムディレクターからの最終成果報告について 

・スマートバイオ産業・農業基盤技術 

・ビッグデータ・ＡＩを活用したサイバー空間基盤技術 

・国家レジリエンス（防災・減災）の強化 

・スマート物流サービス 

 

５．配布資料 

資料１ 説明資料（スマートバイオ産業・農業基盤技術） 

資料２ 説明資料（ビッグデータ・ＡＩを活用したサイバー空間基盤技術） 

資料３ 説明資料（国家レジリエンス（防災・減災）の強化） 

資料４ 説明資料（スマート物流サービス） 

参考資料１ 最終成果報告書案（スマートバイオ産業・農業基盤技術） 

参考資料２ 最終成果報告書案（ビッグデータ・ＡＩを活用したサイバー空間基盤技術） 

参考資料３ 最終成果報告書案（国家レジリエンス（防災・減災）の強化） 

参考資料４ 最終成果報告書案（スマート物流サービス） 

 

６．非公開理由 

議題（１）について、非公表資料を用いた議論を含むため、非公開とした。 
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７．議 事 

（１） ＳＩＰ第２期の「スマートバイオ産業・農業基盤技術」について、小林プログラムデ

ィレクターよりＳＩＰ第２期の５年間での研究開発成果及び社会実装成果の報告を受け

て、ＳＩＰ第２期終了後の社会実装に向けた取組の方向性に関して議論した。 

 ＳＩＰ第２期の「ビッグデータ・ＡＩを活用したサイバー空間基盤技術」について、

安西プログラムディレクターよりＳＩＰ第２期の５年間での研究開発成果及び社会実装

成果の報告を受けて、ＳＩＰ 第２期終了後の社会実装に向けた取組の方向性に関して

議論した。 

 ＳＩＰ第２期の「国家レジリエンス（防災・減災）の強化」について、堀プログラム

ディレクターよりＳＩＰ第２期の５年間での研究開発成果及び社会実装成果の報告を受

けて、ＳＩＰ第２期終了後の社会実装に向けた取組の方向性に関して議論した。 

 ＳＩＰ第２期の「スマート物流サービス」について、田中プログラムディレクターよ

りＳＩＰ第２期の５年間での研究開発成果及び社会実装成果の報告を受けて、ＳＩＰ第

２期終了後の社会実装に向けた取組の方向性に関して議論した。 

 須藤プログラム統括より、ＳＩＰ第２期の５年間を通して各課題ともＰＤのマネジメ

ントにより出口戦略が立てられていったことに感謝の意を表した。一方で、ＳＩＰ第２

期では、事業開始の事前に計画期間が十分に取れなかった点や社会実装を見据えた戦略

が事業途中からしか検討されなかった点について、制度の見直しが必要であったことを

述べ、ＳＩＰ第３期では、事前に制度設計を行ったことで、フィージビリティスタディ

の実施や事業開始時点から社会実装に向けた戦略を立てて進めることができていること

を説明した。併せて、第２期の成果を踏まえた関係省庁での取組について、社会実装を

加速するためにＢＲＩＤＧＥを活用して支援していく方針が示された。 

 ガバニングボードより、各ＰＤに対し、これまでの取組について謝意が示されるとと

もに、研究成果の社会実装に向けて引き続き協力、支援いただくよう依頼があった。ま

た、ガバニングボードや内閣府としても、関係省庁や産業界との連携などについて支援

していくとの方針が示された。 

 

以上 


